
別表2　審査基準

点数
大項目
合計

①法人概要、沿革、保育所等運営実績（特色ある保育内容、イン
クルーシブ保育の内容も含む）

様式1、3-2 ×2.0 10
保育所等児童福祉事業及び地域福祉事業の実績があるか。特色ある保育内容やインクルーシ
ブ保育の実績があるか。

②法人の基本理念・基本方針・目標 様式1 5 基本理念・方針・目標が具体的に書かれているか。

③応募の目的・動機（児童福祉事業への熱意） 様式3-1 5 応募動機に説得力があるか。民間移管後の施設運営についても熱意があるか。

④法人の自己評価・施設関係者評価・第三者評価に関する取組 様式1 5
自己評価や外部評価に積極的に取り組んでいるか。
実施体制が適正か。評価結果を踏まえ、適切に対応しているか。

⑤法人の経営状況と事業の継続性、代表者、監査状況 様式1、2、3-15 5
十分な事業実績と安定的に業務遂行できる資本等を有しているか。
監査で重大な指摘を受けていないか。指摘や指示内容に適切に対応しているか。

⑥他の保育所等の運営の健全性 様式3-15 5 法人が運営している他保育所等の決算状況が安定しているか。

⑦収支計画の妥当性 様式3-15、5、6 5 保育所の運営が適正になされるか。今後も継続して運営ができるか。

⑧引継ぎの計画と在所児への配慮 様式3-19 5
保育内容の継承及び管理運営業務の引継ぎについて、具体的な提案があるか。
在所中に運営主体・職員が変わることとなる児童、保護者への配慮について考えられているか。
引継ぎ等への職員派遣について、どのように考えているか。

⑨保育の基本理念と事業方針について 様式3-3 5 保育所保育指針等を踏まえ、特色あるものとなっているか。

⑩開所日、開所時間、受入年齢（月齢） 様式3-9 5
開所日、開所時間、受入年齢は、適正な提案であるか。
保護者の利便性を考慮した延長保育や一時預かりの設定になっているか。

⑪現行事業の拡充について 様式3-9 5 現行事業を充実させる提案がされているか。

⑫組織計画 様式自由 5 法人を含めた組織図が作成できているか。

⑬経営の安心、安全性と収支・資金計画（職員の処遇に係るもの
が分かるように）

様式3-15、5、6 5
保育所の運営が適正になされるか、今後も継続して運営ができるか。
職員の処遇についても適正であるか。

⑭保育料以外の保護者負担 様式3-11 5
保護者へ必要以上の負担を強いていないか。適正な負担額か。費用負担を抑える取り組みをな
されているか。

⑮適正な人員配置 様式3-18、4 ×2.0 10
職員数は適切に配置されているか。単に最低基準を準用するだけでなく、入所児・職員共にゆと
りを持たせられる考え方となっているか。また、バランスの取れた職員構成（年齢層、今後の採用
計画、雇用形態）となっているか。

⑯職員の人材確保のための方策 様式3-13、3-18 ×2.0 10 職員確保や人材育成について、明確な考え方はあるか。採用計画は実効性のあるものか。

⑰職員に対する研修及び人材育成に対する考え方 様式3-13 ×2.0 10 職員の資質向上の取組み、人材の定着のための取組が考えられているか。

不適切保育などへの対応 ⑱不適切保育などへの対応 様式3-14 5 未然防止を含めた不適切保育などへの対応策が考えらえているか。

安全対策・危機管理体制 ⑲安全対策・危機管理体制 様式3-12 5
災害時における子どもの安全確保をどのように考えているか。子どもにケガや事故等が起こった
際の備えについてどのように考えているのか。
個人情報等の取扱いに十分配慮されているか。
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大項目

得点

審査のポイント・着眼点係数主な対象様式審査・評価項目中項目

⑳年間保育計画・指導計画策定に向けての考え方 様式3-3 ×2.0 10 保育理念を実現する保育ができるような計画で、保育の質向上を目指す考え方であるか。

㉑健康管理・保健に関する考え方 様式3-6 5
児童の健康管理を行うための方法は考えられているか。
保育所嘱託医、歯科医などの配置についての考えはどうか。

㉓支援を必要とする子ども等への対応 様式3-4 ×2.0 10 支援・配慮を要する児童に対する取り組みや、保護者への対応が具体的に示されているか。

㉔保護者の相談支援、要望、苦情に対する対応について 様式3-5 5
保護者に対する積極的な支援体制が整っているか。
保護者に過度な負担を求めていないか。
要望、苦情に対しての相談体制が整っているか。

㉕給食提供体制 様式3-7 5

食育に関して、どのような取組を行っていくのか。
給食の提供に工夫がみられるか。児童の健全な発達に考慮した給食の提供となっているか。
アレルギーへの対策が示されているか。
地産地消について、どのように取り組んでくのか。

㉖インクルーシブ保育の考え方と実効性のある取り組み 様式3-8 ×2.0 10
インクルーシブ保育についての、具体的な取り組みが記載されているか。
公私連携施設としてこのインクルーシブ保育に取り組むことで、町の魅力向上につながるよう提案
がなされているか。

㉗学校、地域との連携・交流 様式3-16 5
小学校や地域等との連携を継続するとともに、発展させる意欲があるか。
地域の未入所児とその家族に対する子育て支援事業について、魅力ある提案がなされている
か。

㉘子育て支援事業、特色ある保育サービスについて 様式3-9、3-10、3-16 ×2.0 10
現在保育所で実施している子育て支援事業（一時預かり事業、病後児保育事業、保育所開放）
について継続するとともに、発展させる意欲があるか。
園舎の魅力ある活用の提案があるか。

㉙魅力ある地域づくりについて 様式3-2、3-17 ×2.0 10 子育て環境の向上と魅力ある地域づくりについて提案がなされているか。

ヒアリン
グ

×3.0 15 15
提案内容を補完し、的確かつわかりやすい説明がなされたか。
保育所運営に対し、積極的に取り組む姿勢がうかがえたか。
法人独自の提案があったか。
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・大項目ごとの合計得点　⇒　５割以上
・中項目「人材」の得点 　⇒　５割以上
・審査・評価項目
　　「法人概要、沿革、保育所等運営実績（インクルーシブ保育含む）」 　　⇒　５割以上
　　「年間保育計画・指導計画策定に向けての考え方」　　　　　　　　　　　　⇒　５割以上
　　「支援を必要とする子どもへの対応」の得点　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　５割以上
　　「インクルーシブ保育の考え方と実効性のある取り組み」　　　　　　　　　⇒　５割以上
　　「子育て支援事業、特色ある保育サービスについて」　　　　　　　　　　　⇒　５割以上
　　「魅力ある地域づくりについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　⇒　５割以上
・総得点　⇒　６割以上

法人のプレゼンテーション・面談


